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Ⅰ 主題設定の理由 
中学校学習指導要領（平成20年，以下「要領」と

する。）社会では，公民的分野の目標を「多面的・

多角的に考察し，事実を正確にとらえ，公正に判断

するとともに適切に表現する能力と態度を育てる。」
1)と示している。そして中学校学習指導要領解説社会

編（平成20年，以下「解説」とする。）では，社会

的事象は多様な側面をもち，相互に関連し合ってい

ることから「多面的」に考察することを求め，この

ような社会的事象を捉えるに当たっては，多様な角

度やいろいろな立場に立って考えることが必要なこ

とから「多角的」としていると述べている。(1) 

国立教育政策研究所が行った特定の課題に関する

調査（平成19年）では，公民的分野の主な課題とし

て「概念としての理解」と「説明する力」が不十分

であることを挙げている。(2)このことから事象と事

象の間の関連を見いだし，意味を説明できる力を育

成する指導の工夫が求められていることがわかる。 

このような力を育成するためには，生徒が主体的

に知識や事象間の関連を見いだす学習過程が必要で

ある。そこで本研究では，問題解決的な学習を取り

入れた授業構成とし，導入の場面で一面的な見方や

考え方では解決できない学習問題を設定する。続く

展開の場面で学習問題を追究し，対象となる社会的

事象に関する知識や事象間の関連を見いだして多面

的・多角的に考察し，終末の場面で学習問題の解決

に至る構成で授業を行う。また，本研究では，特に

展開の場面で生徒の思考を補助するためにマンダ

ラートを用いる。マンダラートは，八つの枠に学習

内容に関連するキーワードを書き込むことで思考の

外化を促し，大意を把握したり関連付けて考えるの

に役立つ思考ツールである。また授業を構成するに

当たっては，学習内容から獲得する知識と，その知

識を生徒から引き出す発問を構造化しておく。こう

した授業構成により，既習の学習内容を基に多面

的・多角的に考察する力を育てることができると考

え，本研究主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 多面的・多角的に考察する力について 
(1) 多面的・多角的について 

「要領」は，公民的分野の目標を「現代の社会的

事象に対する関心を高め，様々な資料を適切に収集，

選択して多面的・多角的に考察し，事実を正確にと

らえ，公正に判断するとともに適切に表現する能力

と態度を育てる。」2)と示しており，事実を正確に

捉え，公正に判断するためには，多面的・多角的に
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考察することが前提となると考える。さらに「解説」

では，多面的について「学習対象である現代の社会

的事象が多様な側面をもつ」と示し，多角的につい

ては，「社会的事象をとらえるに当たっては，多様

な角度やいろいろな立場に立って考えることが必要

となる」3)と示している。 

以上のことから，多面的とは社会的事象がもつ多

様な側面を，多角的とは社会的事象を多様な角度や

いろいろな立場から捉えることであると考える。 

(2) 多面的・多角的に考察する力とは 

佐伯眞人（2000）は，「①社会的事象は様々な側

面を持っていること，②社会的事象はいろいろな条

件や要因によって成り立っていること，③社会的事

象相互が複雑に関連し合っていることなどの特徴を

持っており，それをとらえるために生徒自身が様々

な角度から見ていくことが必要となる」4)ことから，

社会的事象を広い視野に立って多面的・多角的に考

察することが大切であると述べている。また，前述

のとおり「要領」では，公民的分野の目標の中で，

社会的事象を多面的・多角的に考察することを挙げ

ている。 

これらのことから，社会的事象は多面的・多角的

に捉えられなければ，社会科としての見方や考え方

の育成としては不十分であるといえる。 

一方，社会的事象から用語や語句レベルの知識を

学んだだけでは，新たな情報を得ただけで概念性の

高い知識を獲得できたとはいえない。北俊夫（2011）

は，概念的知識について「具体的な社会的事象と結

びつけたとき理解することができる。」5)と述べて

いる。社会科の授業では，新たに獲得した情報と既

有の知識を結び付け，分類したり比較や関連付けな

どの思考を通して，説明力のある具体的な知識を獲

得し，さらに概念性の高い知識を獲得していく。 

以上のことから，本研究における多面的・多角的

に考察する力とは，社会的事象がもつ多様な側面を

多様な角度やいろいろな立場から捉え，既有の知識

や新たに獲得した知識や情報を基に，分類や比較，

関連付けなどの思考を通して概念性の高い知識を獲

得していく力とする。 

図１は，本研究で取り上げる「生産と企業」にお

ける多面的・多角的のイメージを示したものである。 

企業の活動といえば，利益追求という経済の側面で

捉えがちである。しかし企業は，利益とは直接関係

のないメセナのような活動も行っており，この活動

は文化の側面で捉えることができる。また，同じ経

済の側面であっても，立場や視点が異なれば認識も

大きく異なってくる。市場の独占を例に考えると，

市場を独占する企業は市場をコントロールできるた

め利益を得やすくなるが，競争が制限されるため，

消費者は不利益を受けかねない。したがって，企業

の活動を理解するためには多面的・多角的に捉えて

考察していくことが重要なのである。 

 

図１ 社会的事象を多面的・多角的に捉えるイメージ(3) 

 

２ 問題解決的な学習にマンダラートを用い

た授業構成について 
(1) 社会科における問題解決的な学習について 

ア 問題解決的な学習について 

問題解決的な学習について，北（2015）は「子ど

もたちがめあてをもって主体的に知識を習得・獲得

していく授業」6)としている。主体的にとは，授業

者が社会的事象に関わる知識や事象を捉える見方・

考え方を一方的に伝授するのではなく，生徒自らが

社会的事象に対して問題を捉え，その問題について

追究し解決していくことを意味している。生徒の主

体的な学びによる問題解決によって得られる知識

は，断片的ではなく応用力のある生きた知識になる。

したがって問題解決的な学習とは，生徒自らが問題

を捉え，追究し解決していくことを通して，主体的

に知識を習得・獲得していく学習であり，生徒の学

ぶ力を育む学習であるといえる。生徒が追究する社

会的事象は，前述のとおり多様な側面をもち，立場

が異なれば事象の捉えも異なってくることから，追

究する過程において事象を多面的・多角的に捉える

必要がある。 

イ 問題解決的な学習の授業構成について 

問題解決的な学習は，これまで様々な学習過程で

実践されているが，単元全体を視野に入れた上でお

およそ問題把握→問題追究→問題解決の過程で構成

される点が共通している。中田正弘（2014）は，単

元全体の問題解決的な学習の過程を次頁表１のよう

にまとめている。 

多面的・多角的に考察させるために，単元全体を

貫く学習問題を設定し，一単位時間を単位に社会的
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事象のもつ問題を追究した上で，そこから得られた

知識を基に単元末で学習問題を解決していく授業構

成とする。問題解決に向けて追究することで生徒は

多面的・多角的に考察を進め，その結果，概念性の

高い知識の獲得につながるものと考える。 

各単位時間においても，その時間で解決すべき問

題を設定し，問題把握→問題追究→問題解決の過程

で授業を構成する。この過程の積み重ねが学習問題

の解決につながるよう，単元全体を構成する。 

 
表１ 問題解決的な学習の過程(4) 

学習過程 内   容 

問題把握 
社会的事象に出合い，学習問題や学習計画を立

てる。 

問題追究 

学習問題を解決するために，調べ・考えること

を中心に行う。事実をきちんと理解することが

主たる目標になる。 

問題解決 

追究の過程でわかったことや考えたことを基

に，学習問題の解決を図ったり，学習を発展さ

せたりする。 

 

ウ 問題解決的な学習と社会科における知識に

ついて 

社会科は，社会的事象を基に多種多様な知識を学

ぶ教科である。しかし，知識を構造化することなく

学ばせることは，断片的な知識の習得に終わり，応

用力や汎用性のある知識の獲得や社会に対する見方

や考え方を育てる授業にはなりえない。岩田一彦

（2001）は単元の授業設計について「構造化された

単元設計・授業設計には，知識分類の視点が不可欠

である。」7)と述べ，学習内容については「単元の

学習内容が，構造化された知識として提示されれば，

学習内容の定着性・応用度が高まる。」8)と述べ，

知識の分類と構造化の重要性を説いている。また北

（2011）は，知識の抜け落ちや無駄な重複を防ぎ，

確実に習得・獲得させるためには，知識そのものを

洗い出し，関連的，階層的に整理する工夫が求めら

れると述べ，社会科の学習で基本となる知識を「概

念的知識（中心概念）」「具体的知識（説明的知識）」

「用語・語句レベルの知識」の三つとし，単元ごと

に三つの知識を構造的に整理した知識の構造図を作

成することの必要性を説いている。図２は，北の論

を基に，三つの知識の構造を示したものである。(5) 

問題解決的な学習では，生徒は問題解決のために

分類や比較，関連付けなどの思考を行う。単位時間

では，既有の知識では説明できない問題を追究・解

決していくことを通して，主として具体的知識を獲

得し，単元末では，具体的知識だけでは説明できな

い問題を，それまでに獲得した具体的知識を基に追

究していくことで，主として概念的知識を獲得する。

そうして生徒が主体的に考察して獲得した知識は，

応用力のある生きた知識になると考える。そのため

授業者には，単元において獲得させたい知識を明確

に持ち，それを順序立てて構造的に整理しておくこ

とが求められる。 

 

図２ 社会科の授業における知識の構造(6) 

 

エ 知識と問いの関係について 

 生徒の知識を引き出し，思考を促すのに重要な役

割を果たすのが問いである。岩田（2001）は，「知

識は問いの答えとして示されている。したがって，

知識の構造は，問いの構造に転換できる。」9)と述

べている。単元や単位時間で生徒に獲得させたい知

識を構造化し，その知識を引き出すために発する問

いも知識に対応させる形で整理して授業を行えば，

生徒の思考の流れが円滑なものになり，問題の解決

に役立つと考える。 

本研究では，単元を貫く問いを学習問題，各単位

時間で解決を図る問いを中心発問，社会的事象を捉

えるために必要な基本的な問いを補助発問と位置付

け，生徒に習得・獲得させたい知識と問いとの関係

を表２のように整理する。 

 
表２ 本研究における知識と問いの関係 

知識の段階 問いの種類  問いを知る場面  問いに答える場面 

主に概念的知識 学習問題 
単元はじめの 

場面 
単元末の場面 

主に具体的知識 中心発問 
単位時間の 

導入の場面 

単位時間の 

終末の場面 

用語・語句 

レベルの知識 
補助発問 

単位時間の 

展開の場面 

単位時間の 

展開の場面 

 

授業者は，授業で発する問いについて，その問い

に対応する知識が何であるか，発する場面はどこか，

考えさせる場面はどこかを意識して発問していくこ

ととする。 

(2) マンダラートを用いた学習について 

ア マンダラートについて 

概念的知識
（中心概念）

具体的知識
（説明的知識）

用語・語句
レベルの知識

学習を通して最終的に獲得させる知識
（単元を通して習得・獲得する知識）

概念的知識を説明するために必要となる知識
（各単位時間に習得・獲得する知識）

学習する際に必要となる知識（多くはことば）



 

本研究では，問題解決的な学習の最初の追究の場

面を中心としてマンダラートを使用する。問題解決

のためには，社会的事象に対する様々な見方を出し

ながら吟味する必要がある。マンダラートは，テー

マに関わる八つの事柄を挙げていく思考ツールであ

るため，様々なテーマを分類，比較，関連付ける過

程で，思考を整理したり事象を幅広く捉えたりする

ことができ，それを基にして中心発問の解決へと進

んでいく。そのため，記述した事柄を見直しながら

思考することができるマンダラートは，問題解決に

向かう思考の取り掛かりのツールとしては，ウェビ

ングなどのツールに比べて有効である。 

 

図３ マンダラートとウェビングのモデル図 

 

 図３から，マンダラートは，よりテーマに結び付

きやすい構造であり，発想がテーマから乖離するこ

とがなく，一目で全体を見て思考できるツールであ

ることがわかる。 

イ 本研究でのマンダラートの用い方について 

マンダラートへは，生徒の経験やこれまでの学習

内容から想起できそうなものを記入させる。次に，

生徒が記入したマンダラートを「分類」「比較」「関

連付け」などの視点から考察させることで，事柄の

共通点や相違点，つながりなどに気付かせていく。 

 実際のマンダラートの活用例を図４に示し，「①

分類」を例に説明する。 

図中「①分類」は生徒が職場体験学習を振り返り，

仕事上で必要だと思うものを記入した例である。記

入内容を見比べ，似た要素に分類していくことを通

して，生産には「自然」「資本財」「労働力」の三

要素が必要であることを理解する。その上でさらに

「売れなければ儲からない。利益を上げるには何が

必要か。マンダラートに書いた三要素で十分か。」

を考えて必要なものを挙げていく。そうした思考を

通して，生産性や付加価値を高めるための製法の特

許やノウハウ，労働者の技能などの「知的資源」が

重要であるという知識を理解する。このように考察

の際にマンダラートを用い，分類や比較，関連付け

などの思考を積み重ねていくことで，社会的事象の

見方や考え方が成長し，各単位時間で具体的知識を

獲得する。さらに，その具体的知識を基にして，単

元末での学習問題の解決・概念的知識の獲得へつな

げていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 問題解決的な学習にマンダラートを用いた

授業構成 

 これまでに述べてきたことを踏まえ，本研究にお

ける知識の構造図を図５に，問題解決的な学習にマ

ンダラートを用いた授業構成を次頁図６に示す。 

 

図５ 知識の構造図 
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独
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損
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。
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。
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益
追
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だ
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え
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図４ マンダラートの授業での活用例 
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Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 
中学校公民的分野において問題解決的な学習を

取り入れた単元学習を行い，学習過程においてマン

ダラートを用いて学習問題を追究させれば，社会的

事象を多面的・多角的に考察する力が育ち，概念的

な知識を獲得することができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
検証の視点と方法について，表３に示す。 

 
表３ 検証の視点と方法 

検 証 の 視 点 方 法 

社会的事象を多面的・多角的に考察する力

を育てることができたか。 

①社会的事象を多面的に捉えることができ

たか。 

②社会的事象を多角的に捉え考察すること

ができたか。 

③概念的知識を獲得することができたか。 

プレテスト 

ポストテスト  

ワークシート  

マンダラートは学習問題の追究に有効であ

ったか。 
アンケート 

 

(1) プレテスト・ポストテストについて 

図７のプレテスト・ポストテストの問題設定理由

は，次のとおりである。 

 問題１は，企業と家計との関係をどのような側面

から捉えることができたかを検証する問題である。 

 

 問題２は，企業がもつ多様な側面を捉えることが

できたかを，身近な企業を例に検証する問題である。 

 問題３は，企業の活動を企業の立場と消費者の立

場から捉えているかどうかを検証する問題である。 

  

 

(2) アンケートについて 
 アンケートは研究授業終了後に行う。４段階評定

尺度法を用いて，マンダラートを取り入れた学習の

有効性についての生徒の意識を把握する。また，自

由記述欄への記述内容からも生徒の意識を把握す

る。 

図６ 本研究の問題解決的な学習にマンダラートを用いた授業構成 

導

入

中心発問①の把握 『企業はどのような活動をしているのか？』

本時の社会的事象との出合い 本時のめあてを確認

展

開

中心発問①の追究

補助発問

用語・語句
レベルの
知識

マンダラートで追究
(例)・仕事に必要なも

のを書き出す
・三要素に分類する

調べる・考える

補助発問

用語・語句
レベルの
知識

調べる・考える

『仕事で必要だったものは？』 『利益を上げるには？』

終

末

中心発問①の解決
考察する まとめる

具体的知識①

・消費生活は企業の生産活動が支えてい
る。
・生産活動には自然・資本財・労働力の三
要素だけでなく，知的資源も必要である。

利益を上げるために
は三要素のほかに知
的資源が重要

問 題 追 究問題把握

学
習
問
題
の
把
握

『
企
業
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
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単
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社
会
的
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単
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目
標
を
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認

問題解決

学
習
問
題
の
解
決

『企
業
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
と
責
任
が
あ
る
か
？
』
の
問
い
に
回
答
す
る

具
体
的
知
識
①
～
④

学
習
問
題
に

つ
い
て
考
察

概
念
的
知
識

・生
産
活
動
を
行
う
企
業
は
、
商
品
を
売
っ
て
利
益
を
上

げ
る
た
め
に
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
様
々
な

努
力
を
行
っ
て
い
る
。

・企
業
は
市
場
に
お
い
て
公
正
な
取
引
を
行
い
、
消
費
者
や

社
会
全
体
の
利
益
を
増
進
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

導

入

中心発問③の把握 『企業の活動は家計にどう関わっているか？①』

本時の社会的事象との出合い 本時のめあてを確認

展

開

中心発問③の追究

補助発問

用語・語句
レベルの
知識

調べる・考える

補助発問

用語・語句
レベルの
知識

調べる・考える

『資本主義を整理しよう』 『どんな商品が売れる？』

終

末

中心発問③の解決

考察する まとめる

具体的知識③

・生産活動は市場によって調整される。
・自由競争は消費者に多くのメリットがある。
・競争の結果，生産の集中が進み，独占(寡
占）が起こることもある。

経済活動の自由
需要と供給
市場での自由競争

マンダラートで追究
(例)・購買意欲の元と

なるものを記入
・企業側から考察

経済の側面で捉え，生産者と消費
者の立場から考察する。

導

入

中心発問④の把握 『企業の活動は家計にどう関わっているか？②』

本時の社会的事象との出合い 本時のめあてを確認

展

開

中心発問④の追究

補助発問

用語・語句
レベルの
知識

マンダラートで追究
(例)・企業はどうするか
・消費者にとっては
どうだろうか

調べる・考える

補助発問

用語・語句
レベルの
知識

調べる・考える

『競争がなくなると？』 『消費者を守るには？』

終

末

中心発問④の解決

考察する まとめる

具体的知識④

・市場が独占され競争がなくなると，消費者の
利益が損なわれかねない。
・行き過ぎた独占を防ぐために，政府は様々
な施策を講じている。

公正な取引が大切
・独禁法 ・公取委
公共料金

経済・政治・社会の側面で捉え，消
費者と行政の立場から考察する。

導

入

中心発問②の把握 『企業はどんな仕組みで生産活動をしているか？』

本時の社会的事象との出合い 本時のめあてを確認

展

開

中心発問②の追究

補助発問

用語・語句
レベルの
知識

調べる・考える

補助発問

用語・語句
レベルの
知識

調べる・考える

『企業を分類しよう』 『会社に関わる人は？』

終

末

中心発問②の解決
考察する まとめる

具体的知識②

・企業の多くは利益を目的とする私企業であ
り，生産活動の中心は株式会社である。
・株式の取得・労働力の提供などで企業は家
計とつながっている。

公企業と私企業

生産活動は株式会社
が中心となっている

マンダラートで追究
(例)・会社組織内の人
・会社組織外の人
・どう関わっているか

経済・社会の側面で捉え，企業と家
計の立場から考察する。

経済の側面で捉え，企業の立場か
ら考察する。

 

図７ プレテスト・ポストテスト 

１ 下の図は，家計（消費者）と企業（生産者）の間の関係

を示したモデルです。①と②の矢印には，それぞれどのよ

うなことがらが当てはまりますか。 

 

 

 

２ 2013年に開業した「道の駅たかの」は，どのような形で

高野町あるいは高野町民に貢献していると思いますか。 

３ ＪＲ西日本が三江線を廃止する方針を示したことにつ

いて，様々な議論がなされています。三江線の廃止につい

てあなたはどう考えますか。資料①～③を参考にして答え

なさい。 

 

 

 

 

 

 

【資料②】

《沿線住民の声》 ※産経新聞より

・三江線は通院だけでなく買い物にも
使う。なくなったら困る。

（79歳，女性）
・病院へはバスでは行くことができな
い。廃止されたら，地元の診療所にか
えるしかない。 （81歳，女性）

【資料③】【資料①】

新聞記事



 

Ⅳ 研究授業について 

 

１ 研究授業の内容 
○ 期 間 平成27年12月15日～平成27年12月18日 

○ 対 象 所属校第３学年（１学級13人） 

○ 単元名 生産と企業 

○ 目 標  

 ・財やサービスを生み出す生産が，利益を目的と

して組織・運営されている企業を中心に行われ

ていることを理解できる。 

・資本主義における生産の仕組みや市場における

取引について，生産者と消費者の両方の立場か

ら考察し，企業の在り方について考えることが

できる。 

 

２ 研究授業の指導計画 
時 学 習 内 容 

１ 
身近な社会的事象から，地域の企業の活動内容と必要な要素の

比較を通して，企業の生産活動について考察する。 

２ 
企業を種類や役割を基に分類し，株式会社の仕組みについて理

解する。 

３ 
資本主義経済の自由競争の仕組みについて理解し，企業の活動

が消費者に及ぼす影響について考察する。 

４ 
生産の集中と市場の独占について理解し，企業の活動が消費者

に及ぼす影響について考察する。 

５ 
企業の活動が社会に及ぼす影響について考察し，自分の言葉で

表現する。 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 
 

１ 社会的事象を多面的・多角的に考察する 

力を育てることができたか 
(1) 社会的事象を多面的に捉えることができた

か 

図８は，プレ・ポストテスト問題１の家計と企業

の関係についての生徒の回答を「売買関係（企業が

売り手）」「売買関係（家計が売り手）」「労使関

係」「資本関係」の四つに分類し，それぞれを記述 

 

図８ 問題１の結果 

した人数を表したものである。 

学習を通して「売買関係（企業が売り手）」以外

の関係に気付いた生徒が，１人から７人に増加した。

その内１人は３つの要素を記入していた。また，売

買関係を，家計側の「安く買いたい」，企業側の「高

く売りたい」の購買・販売心理から記述した生徒は，

４人から９人に増えていた。 

 

図９ 問題２の結果 

 

図９は，プレ・ポストテスト問題２への回答結果

を分類したものである。プレテストでは見られな

かった「消費」「出荷先」の要素がポストテストで

は見られるなど，身近にある企業が持つ側面の捉え

方が増していることがわかる。 

生徒Ａの記述を表４に示す。学習前は地産品販売

の場のみの捉えであったのが，学習後には就労など

の働きを捉えることができていることがわかる。 

 
表４ 生徒Ａの記述内容の変化 

 記 述 内 容 

プレテスト 高野の生産品を売る。 

ポストテスト 

高野の商品の売り場になった。 

農家の作物の売り場になった。 

高野に人があつまるきっかけになった。 

高野の人の働く場になっている。 

 

これらのことから，社会的事象を多面的に捉える

力を育てることができたと考える。 

(2) 社会的事象を多角的に捉え考察することが

できたか 

 表５は，プレ・ポストテストの問題３の回答の理

由をどの立場から記述しているかを示している。 

 
表５ 問題３への回答の生徒の立場 
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売買関係

（企業→家計）

売買関係

（家計→企業）

労使関係 資本関係

（人）

生徒記述の家計と企業の関係の要素

プレテスト ポストテスト

8

1

8
9

0
1

0

8

4

8

6

1

5

3

0

2

4

6

8

10

地産品販売 就労 誘客 宣伝 消費 活性化 出荷先

（人）

道の駅たかのはどんな形で町・町民に貢献しているか

プレテスト ポストテスト

Ａ Ｂ Ｃ 計（人）

Ａ：地域住民の立場から １ １ ４ ６

Ｂ：企業の立場から ０ ０ ０ ０

Ｃ：両方の立場から ０ ０ ７ ７

計（人） １ １ １１ １３

プレテスト
ポストテスト



 

地域住民と企業の両方の立場からの記述がプレテ

ストでは７人いたが，ポストテストでは11人に増加

している。一方で，立場が地域住民のみの生徒は６

人から１人へと大きく減少している。立場が変化し

た生徒Ｂの記述内容を表６に示す。 

  
表６ 生徒Ｂの記述内容の変化 

 回答 記 述 内 容 

プレ 

テスト 
反対 

廃止にしてしまうことにより沿線住民の人々は

不便になり，この町に住まないようにしようと思

う人も出てきて，その町の過疎化がどんどん進ん

でいってしまうから反対です。 

ポスト 

テスト 
反対 

利用している客もいるし，その企業が運営するこ

とができなくなるのなら，公企業が運営したりそ

の企業を支援したりして，消費者目線になって考

えた方がいいと思うからです。地域に何かしら貢

献をしていれば，そのうち利用客はだんだん増え

ていくと思います。 

 

 生徒Ｂは，プレテスト・ポストテストのいずれで

も，三江線の廃止には反対と答えた。しかしプレテ

ストでは沿線住民の利益のみを記述していたが，ポ

ストテストでは鉄道を運営する企業側のことも考慮

した記述となっている。 

 これらのことから，多くの生徒が三江線の廃止に

ついて住民側・企業側の両方の立場から多角的に捉

え考察することができたといえる。 

(3) 概念的知識を獲得することができたか 

学習問題「企業が果たすべき役割と責任」に対す

る回答内容は，「公正な取引」「消費者・社会への

貢献」「商品の提供」「雇用」の４つに大きく分類

できるものだった。それぞれを記述した人数をまと

めたのが図10である。 

 

図10 概念的知識の獲得について 

 

160ページ図５に示した概念的知識「企業は市場

において公正な取引を行い，消費者や社会全体の利

益を増進させる役割を担っている。」に関わる「公

正な取引」と「消費者や社会への貢献」の両方につ

いて述べていた生徒は６人，いずれか一方を記述し

た生徒が５人で，合わせて11人が概念的知識に関わ

る記述をしていた。以下に示すのは，両方について

述べていた生徒の記述の一部である。 

まとめの生徒記述 
（  部は公正な取引，  部は消費者・社会貢献に関する記述） 

 

 企業が担っている役割と責任について，消費者の

立場や社会全体の視点から考察し記述しており，こ

の記述には，「生産と企業」の学習において，企業

の活動を市場原理や消費者の立場から考察したこと

が生かされている。このことから，多面的・多角的

に考察することで概念的知識を獲得することができ

たものと考える。 

 

２ マンダラートは学習問題の追究に有効で

あったか 
図11は，マンダラートを取り入れた学習が，学習

問題を考える際に有効であったかについて意識調査

した結果である。 

 

図11 マンダラートの有効性について 

 

アンケートの「マンダラートを取り入れた学習

が，本時の問いを考える際に役に立ったか」の問い

に，「よくあてはまる」「ややあてはまる」の肯定

的な回答をした生徒は13人中12人で，有効性を感じ

た生徒が多かった。肯定的な理由には「考えを整理

できた」「物事をいろいろな方向から見ることがで

きるようになった」「八つの穴を埋めるには，いろ

いろな目線から物事を見ないといけない」といった

記述があった。これは，質問への回答を考える際に

多様な視点から考察することにマンダラートが役

立ったと感じていると考えられる。 

実際に生徒Ｃが第３・４時に記入したマンダラー

トと，第４時の中心発問「自由競争はメリットばか

りだろうか」への回答を，次頁図12に示す。 

8

9

8

1

0 2 4 6 8 10

公正な取引

消費者・社会貢献

商品の提供

雇用

（人）企業にはどのような役割と責任があるか

概念的知識に関わる項目 

・企業は商品をできるだけ希望に近い値段で売り，独占しないと

いう責任がある。その反面，地域の人にお金をはらってもらっ

ているので，地域のためにスポンサーになったりするという役

割もある。決して消費者が損だけをするようなことをしてはな

らないという大事な責任も役割もある。 

・企業は社会に貢献しなければいけない役割と責任がある。貢献

するためには，消費者のために物を安く売ったり品質改良など

をしなければいけない。そのためには企業同士での競争が必要

になる。この競争を生むために，国や地方は独禁法や公共料金

などのきまりを作っている。 

11 1 1 0

0 2 4 6 8 10 12 （人）

マンダラートを取り入れた学習は，問いに答える際

役立ったか

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない



 

図12 生徒Ｃのマンダラートへの記述と発問への回答 

 

記述の内容から生徒Ｃは，第３・４時に記入した

マンダラートを比較して，競争のない市場の課題を

考察し，具体的知識「独占市場では消費者の利益が

損なわれかねない。」「独占を防ぐために政府は施

策を講じている」を獲得していると推測できる。 

これらのことから，マンダラートを用いて学習問

題を追究することで，生徒は様々な角度から事象に

ついて考え，分類・比較・関連付けなどの思考を通

して問題を解決していくことができたと考える。し

たがって，問題解決的な学習においてマンダラート

を用いて既有の知識を視覚化して考える学習は，生

徒の思考を支援することに有効だったといえる。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 

問題解決的な学習にマンダラートを取り入れた

構成で授業を行うことで，生徒は社会的事象のもつ

多様な側面を捉え，多様な角度やいろいろな立場か

ら事象を考察していくことができた。このことから，

問題解決的な学習にマンダラートを用いた授業構成

は，社会的事象を多面的・多角的に考察する力を育

てることに有効であると考えられる。 

 

２ 研究の課題 
特に公民的分野においては，生徒に問う知識が概

念的になるほど答えが抽象的なものとなるため，評

価するに当たって客観的な判断基準を設定するのが

困難であった。発問に対する答えをどう適切に評価

していくかを今後研究していく必要がある。 

先行研究者からは，マンダラートは授業の導入場

面で用いても効果が期待できるのではないかという

指摘をいただいた。本研究とは異なる用い方も研究

していく。また本研究の授業構成が，他分野でも活

用できるかを研究していきたい。 

 

【注】 

(1) 文部科学省（平成20年）：『中学校学習指導要領解説社

会編』日本文教出版p.95に詳しい。 

(2) 国立教育政策研究所（平成20年）：『特定の課題に関す
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001.pdf 
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的・多角的に考察する力を育む指導と評価』を参考に稿者
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第４時の中心発問への回答
競争に勝った企業には生産が集中するので，消費者は特定の企業から商
品を買わないといけなくなるし，値段も商品も選べない。それを防止するため
に独占禁止法があり，消費者を守っている。
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